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令和 3 年度植物品種等海外流出防止総合対策委託事業 
（東アジア植物品種保護フォーラムの運営）報告書

1． はじめに

本報告書は、農林水産省が行った公募による委託事業「令和 3 年度植物品種等海外流出

防止総合対策委託事業（東アジア植物品種保護フォーラムの運営）」を（公社）農林水産・

食品産業技術振興協会が受託して実施した事業の経過及び結果をまとめたものである。

2． 事業の背景及び目的 
農林水産省は、平成 20 年度以降、日本、ASEAN 諸国、中国及び韓国（以下「構成国」

という。）から成る「東アジア植物品種保護フォーラム」（以下「フォーラム」という。）の

下、各国における植物品種保護（Plant Variety Protection 以下「PVP」という。）制度の

整備・充実を促進するための人材育成や意識啓発等の協力活動を行ってきた。この結果、

2017 年 10 月 26 日にジュネーブ（スイス）で開催された UPOV 第 51 回理事会において、

ブルネイとミャンマーの植物品種保護法（ミャンマーは法案）について、植物の新品種の保

護に関する国際条約（UPOV 条約）との適合性が認められるなど、各国における取組の成

果が現れてきたところである（ミャンマーは、2019 年 11 月に法律の条約との整合性が承

認）。両国は、今後、それぞれの国で国内手続及び条約批准書の寄託がされれば、正式な

UPOV 加盟国となる。 
 しかし、依然として PVP 制度の運営が行われていない国、運営は行われているが、植物

新品種保護国際条約への準拠が十分でなく、当該国際条約への加盟を果たしていない国が

残されている。また、PVP 制度の運用が国相互で必ずしも十分に調和しておらず、効率的

に植物品種の審査が行われていない。

こうした状況の下、今後 10 年のフォーラム活動を戦略的に展開すべく、第 11 回フォー

ラム本会合において、①各国による UPOV 条約に即した PVP 制度の強化及び②出願・審

査手順の地域調和メカニズムの構築、を共通方針とする「10 年戦略」が採択された。

 このため、我が国で育成された新品種が東アジア各国で適切に保護されるための環境整

備を行うことを目的とし、これまでに培われてきた機運をさらに醸成しつつフォーラムを

戦略的に展開した。具体的には、各国の技術面、政策面の障害や政策決定のメカニズムを

包括的に調査した上で PVP 制度の整備と相互調和に向けて有効かつ効率的であり、かつ、

我が国の政策とも整合的な相互の協力活動を推進した。

3．各国の PVP 制度整備・運用状況概要 
(1) 加盟国における動き

ベトナムは、UPOV 加盟から 10 年経ち、2016 年 12 月 24 日に、保護の対象植物

を、116 種類から、全ての種類に拡大した。現在、自家増殖の制限等品種保護制度のさ

らなる強化を図るために知的財産法の改正作業を行っているところである。

韓国は、UPOV 加盟から 10 年の 2012 年 1 月に保護の対象をすべての種類に拡大

し、2013 年に法律を改正し、担当組織も再編し、ソウル近郊の安養（アニャン）から、

韓国中部の慶尚北道金泉（キムチョン）に移転した。法律は、従来の種苗産業法から種

子法部分を分離し、植物新品種保護法として、独立させた。韓国は法第 57 条第 2 項に

より、自家増殖に育成者権は及ばないこととしおり、その範囲を制限する（自家増殖を
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禁止する種類を指定する）ことを検討しているが、現在まで指定されていない。

中国は、2016 年度に審査期間の短縮を図り、登録品種数を大幅に伸ばした。また、農

業農村部（旧農業部）、国家林業草原局（旧国家林業局）ともに代理人の指定を廃止し、

自由化した。さらに、2017 年 4 月 1 日からは、出願費、登録費等品種保護に係るすべて

の官費が免除されるようになった。保護対象植物の数は順次拡大しており、2019 年 2 月

に53種類の植物を保護対象リストに追加するとともに、EU等との審査協力を開始した。

また、すべての植物の種類を保護の対象にすること、収穫物まで育成者権を及ぼすこと、

従属品種の規定の導入、保護の期間の延長、自家増殖に量的な枠を設けるなどを主な改正

点とし、1991 年の新条約に移行するのではなく、旧条約のままで保護のレベルを新条約

の水準に引き上げる内容の条例改正の手続きを始めた。2019 年に農業農村部及び国家林

業草原局が、あらゆる分野からの意見を募り、最終的に「中華人民共和国植物新品種保護

条例（改訂草案）」を制定し、国務院の審議に報告した。現在、関係部門が「条例」改定

作業を推進しているものの、まだ改正には至っていない。一方で、中国政府は、第 13 回

全人代常務委員会第 32 回会議で「中華人民共和国種子法」の改正を承認し、2022 年 3 月

1 日から実施する。 今回の改正では、繁殖材料だけでなく収穫物までを保護対象に加え

るとともに、従属品種に関する規定や処罰強化の規定が含まれている。

(2) 法律は整備されたが規則の制定及び制度の運用は行われていない国

① ブルネイは、2015 年 4 月 13 日に 1991 年条約に準拠して「植物品種保護令」を作成

し、さらに、2016 年 1 月 25 日に「植物品種保護令」を改正し、2017 年の UPOV 理事

会において UPOV 条約との適合性が認められた。まだ、制度の運用は始まっておらず、

現在、DUS 審査体制の整備が進められている。UPOV 加盟のために残された手続き

は、加入書を UPOV に寄託することのみである。当初は、2018 年前半を目指していた

が、内閣改造の影響で遅れ、その後 2019 年 3 月末を目指したが、2021 年 3 月時点で手

続きは終了していない。2019 年 11 月に担当当局が、検事総局（Attorney General
Chamber）に移行した。組織再編による混乱の影響が現在も続いているもようである。

② ミャンマーは 2016 年 1 月 20 日に制定した「植物新品種保護法」を改正し、2017 年

の UPOV 理事会において、改正法案の UPOV 条約との適合性が認められ、さらに、

2019 年 11 月には、UPOV 理事会で修正法と条約との整合性が再確認された。また、

2019 年 1 月には、主要作物の標準品種データベース構築ワークショップを開催し、標準

品種の選定方法等について研修が行われた。今後、最初の審査基準としてイネ、トウモ

ロコシ等の基準（テストガイドライン）を作成し、これまでに 18 品種が出願された。

そのうち、公的な栽培試験によりブラックグラム 1 品種、イネ 2 品種、ベトナムからの

書類の審査によりアスパラガスビーン 1 品種、韓国からの試験報告書の購入によりイチ

ゴ 2 品種、育成者による試験によりアボカド 1 品種の計 8 品種が登録された。2021 年

月の国軍によるクーデターによりミャンマーにおける人道状況は悪化の一途を辿ってい

るが、品種保護制度はおおむね大きな変更なく運営されているもようである。

(3) 品種保護制度を運営している国で、UPOV 条約に準拠した法令改正及び UPOV への加

盟準備を開始している国

マレーシアは、2004 年に「植物新品種保護法」を制定し、2007 年に施行し、2008 年
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から品種保護制度を運用していたが、「農家、地域コミュニティもしくは先住民が育成

し又は発見かつ完成させた植物品種」についても新品種として保護する規定が含まれて

いるなど、UPOV 条約との整合性がとれていないため、UPOV に加盟できない状況にあ

った。

その後、2015 年 12 月から 1991 年条約に合わせて法律改正の作業を進め、上記の規

定も切り離して別の法律（生物多様性条約の国内法）に入れる方針とのことである。さ

らに、2016 年には全国 4 か所に栽培試験センターを設置し、自前の栽培試験を開始し

た。従来は、他国で実施された審査報告書を利用する審査協力と育成者のほ場で栽培試

験を実施する現地調査方式で審査を実施していたが、本フォーラムの協力活動等を通じ

て、審査技術等の向上が図られた成果と考えられる。

(4) UPOV 条約に準拠した法律は作成されたが、UPOV の審査が終了していない国

① カンボジアでは、2008 年 5 月 20 日に植物の新品種の保護に関する UPOV モデ

ル法に準拠した「種子管理及び植物育成者権法」が作成された。現在 UPOV の法律

作成支援を活用している。まだ、2021 年 12 月に規則が制定されたと聞いている

が、詳細は不明で、制度の運用はまだ行われていない。2020 年 1 月に農林水産省

農業総局の中に PVP も担当する種子局が新たに設置され、品種保護に関する法令

制度、審査、登録等を担当する MISTI との役割分担が明確になるとともに、担当

官も新たに配置された。ただし、この種子局は DUS 試験だけでなく、ナショナル

リスト、種子の品質管理、優良種子の配布等種子に関する幅広い業務を担当してい

る。2022 年 2 月に EAPVP の協力活動として品種保護に関するワークショップを

オンラインで開催するなど最近、品種保護に関する熱意が高まっている。

② ラオスでは、2011 年 12 月 20 日に特許法が改正され、第 4 章に UPOV のモデル

法に準拠した「植物新品種」の規定が追加された。しかし、特許法の植物新品種関

連規則は制定されておらず、DUS 審査体制についても検討中で、制度の運用は行わ

れていない。今後のステップについて、UPOV と協議中である。2018 年 12 月に

UPOV 条約に基づく植物品種保護の国内啓発セミナーが開催され、PVP の重要性

を認識するとともに、UPOV についてさらに理解を深めたいという意向が示され

た。

(5) UPOV 条約と整合しない国内法による制度運用が行われている国

① タイでは 2019 年１月、商務省が農業局（DOA）と共同で、UPOV 加盟に慎重な

全国農業者評議会（National Farmers Council）の代表に、ベトナムを訪問し、

UPOV 加盟後のベトナム農業の発展状況を直接視察する機会が設けられた。2019
年に総選挙があり、省として UPOV 加盟に関する決定は行われていない。本事業に

よるセミナー等の開催を通じて、これらの国々においても、PVP 関係者のみならず

種苗会社や育成者の意識は高まってきている。

② インドネシアでは、UPOV 加盟に向けた品種保護法の改正が National
Legislation Program 2020-2024 に登録されたが、法律改正には強い政治的な意思

が必要とされている。とくに農家による自家増殖の制限が問題になっている（イン
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ドネシアの品種保護法ではもともと農家による自家増殖（いわゆる任意的例外）が

認められておらず、現行の日本の種苗法による自家増殖の制限より厳しい内容とな

っている）ようであり、2022 年 1 月に EAPVP の協力活動として UPOV 制度の植

物品種保護における育成者権の例外に関するセミナーをオンラインで開催するな

ど、最近、UPOV 加盟に向けた熱意が高まりつつある。 
 

③  フィリピンでは第 11 回フォーラム本会合の際に UPOV 加盟に向けての積極的な

姿勢が示されたが、具体的な対応には至っていない。 
 
 
4． 委託事業の実施方針 

（1） 東アジア植物品種保護（EAPVP）フォーラム第 14 回本会合等の開催 
 当初ブルネイがホスト国の予定であったが、ブルネイ側から人事異動による内部体制

の不備を理由に辞退の申し出があり、農林水産省とも協議の結果、日本がホスト国を務

めることとなった。「東アジア植物品種保護フォーラム第 14 回本会合」のスケジュール

及び内容を固め、一連の会合を 2021 年 8 月 31 日オンラインで開催した。 また、実施

に当たっては、各国との連絡調整等のサポートを行った。 
 さらに、UPOV、UPOV 加盟国・地域及び種苗関係国際機関等と協力し、UPOV 条約

に基づく多様な選択肢や解決策の提案を行うなど、効果的な事業実施に努めた。  
 

（2） フォーラム 10 年戦略に即した PVP 制度の運営に向けた協力活動の推進 
 第 11 回本会合で合意された 10 年戦略を踏まえ、各国から出された提案及び（１）の

フォーラム本会合での審議結果を考慮しつつ、農林水産省及び各協力活動の提案国等と

協議し、UPOV 加盟国等とも協力して協力活動を、コロナ禍の下ではあったがオンライ

ン等で実施した。具体的には、（１）のフォーラム本会合で合意された協力活動のうち、

各国の協力活動として、カンボジアの「UPOV TG 翻訳・印刷製本支援」、ベトナムの

「植物育成者権の執行に関するセミナー」、インドネシアの「UPOV 制度の植物品種保

護における育成者権の例外に関するセミナー」、日本の「DUS 試験技術研修【基本コー

ス】」「DUS 試験技術研修【専門コース】」、カンボジアの「植物品種保護に関するワーク

ショップ」をオンラインで、他のメンバー国の参加も得て行った。また日本の「DUS 試

験技術研修【基本コース】」において、研修効果を高めるためのフォローアップとして参

加国にカラーチャート/キャスマッチを送付した。 
さらに、DUS テストに関係する職員の技術向上に資するため、フォーラムメンバー国

のうちカンボジア、ミャンマー、ラオスに対し UPOV 文書の現地語翻訳・印刷・関係者

への配布を行った。一方協力活動の効果的な実施のために、各国の PVP 制度に関する

法令等の基本情報や課題の調査を、文献調査やフォーラムメンバー各国担当者へのオン

ラインでの聞き取り調査等により実施し、必要な情報を整理・翻訳した。 
なお、地域協力活動としては、パイロットプロジェクトとして PVP プラットフォー

ム（e-PVP Asia）を設立するための会合を開催した。 
また、フォーラム関係者の UPOV 最新動向把握のため、UPOV 関連資料の翻訳をお

こなった。 
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（3） ウェブサイトの運営管理

ウェブサイトの運営管理については、収集した情報を整理し、迅速な情報提供を行っ

た。また、各国の担当窓口等に関する情報を最新版に更新し、各国の最新の PVP 関連

情報を収集し、掲載するなど、フォーラム構成国の要望を踏まえつつ、掲載情報の更な

る充実を図った。

（4） 検討委員会の開催

事業目的に照らし、フォーラムを戦略的に展開するため、知的財産権法や育種分野の

専門家を含む 6 名の国内有識者で構成される検討委員会を設置し、事業内容を踏まえ、

戦略的な実施方針案を作成した。また、事業結果のとりまとめを行った。検討委員会は

3 回開催し、合意事項を記録した結果概要を作成した。 

5． 事業の経過及び結果 
（1） EAPVP フォーラム第 14 回本会合の開催

2021 年 8 月 31 日に日本をホスト国とし、東アジア植物品種保護フォーラムメンバー国

13 か国の代表、ゲストとして UPOV、CPVO、GNIS、Naktuinbouw、ASEAN 事務局、

APSA 等が参加して EAPVP フォーラム第 14 回本会合がオンラインにて開催された。本年

度の協力活動の実施については、新型コロナウイルス感染拡大が収まらないことから、各

国担当者と事前にメールにより協議し、提案内容を調整した。

会合では、UPOV の現況についての報告、2020-2021 年協力活動報告、各メンバー国よ

り更新した各国実施戦略(IIS)とともに協力活動案の発表、地域協力活動（パイロットプロ

ジェクト）の進捗報告、2021-2022 年協力活動の採択が行われた。 

採択された実施規則に沿って各国からの協力活動要請を検討した結果、本年度の要請案

件は、すべて採択された。また、次年度の第 15 回フォーラム本会合は、新型コロナウイル

ス感染拡大状況が不透明であることから 2021 年末までに決定することとした。本会合の

翌日、植物品種保護に関する国際セミナーがオンラインで開催された。

（2） フォーラム 10 年戦略に沿った PVP 制度の運営に向けた協力活動の推進

① 各国個別活動

ア カンボジア UPOV TG 翻訳・印刷製本支援

「UPOV DUS テストガイドライン」うち、「カボチャ」「トウモロコシ」「イネ」の英語

からクメール語への翻訳と印刷・製本の支援を行った。

イ ベトナム「植物育成者権の執行に関するセミナー」

2022年 1月 12 日（水）に、ベトナム主催でオンラインによる植物育成者権の執行に関す

るセミナーが実施された。セミナーには、メンバー国 8 か国の他、ベトナム関係省庁、種

苗会社、特許事務所、研究機関等の代表者、講師及びオブザーバーも含め計 132 名が参加

した。講師は、ベトナム農業農村開発省、ベトナム種苗会社、国立研究開発法人農業・食品

産業総合研究機構種苗管理センター、オランダ種苗会社、オランダ種苗管理機関及び

APSA(アジア太平洋種子協会)の専門家が務めた。 
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ウ インドネシア「UPOV 制度の植物品種保護における育成者権の例外に関するセミ

ナー」

2022 年 1 月 26 日(水)に、インドネシア農業省の主催でオンラインによる UPOV 制度の

植物品種保護における育成者権の例外に関するセミナーが実施された。セミナーには、イ

ンドネシア関係省庁、種苗会社、研究機関、農業団体等の代表者の他、メンバー国 12 か国

の代表者、講師、事務局も含め計 148 名が参加した。講師は、インドネシア植物品種保護・

農業許可センター、農林水産省、ベトナム農業農村開発省、ガーナ法務省、ガーナ科学産

業研究評議会及び UPOV の専門家が務めた。 

エ 日本「DUS 試験技術研修【基本コース】」

2022 年 1 月 18 日（火）、19 日（水）の 2 日間、農林水産省の主催でオンラインによる

「DUS 試験技術研修【基本コース】」が実施された。研修には、メンバー国 9 か国（ブル

ネイ、カンボジア、インドネシア、ラオス、マレーシア、ミャンマー、フィリピン、タイ、

ベトナム）の審査官及び講師の計 40 名が参加した。講師は、農研機構種苗管理センターの

専門家が務めた。尚、ワークショップ終了後、研修効果を高めるためのフォローアップと

して、参加国にカラーチャート/キャスマッチを送付した。 

オ 日本「DUS 試験技術研修【専門コース】」

2022 年 2 月 14 日（月）、15 日（火）の 2 日間、農林水産省の主催でオンラインによる

「DUS 試験技術研修【専門コース】」が実施された。研修には、フォーラムメンバー国 6 か

国（ブルネイ、中国、韓国、インドネシア、タイ）の審査官及び講師の計 23 名が参加した。

講師は、農研機構種苗管理センターの専門家が務めた。

カ カンボジア「植物品種保護に関するワークショップ」

2022 年 2 月 28 日（月）、カンボジア農林水産省の主催でオンラインによる植物品種保護

に関するワークショップが実施された。ワークショップには、カンボジア関係省庁、関係

機関等の代表者の他、フォーラムメンバー国代表者及び講師の計 249 名が参加した。講師

はマレーシア農業局、ミャンマー農業畜産灌漑省農業研究局、カンボジア農林水産省、日

本の種苗会社、UPOV の専門家が務めた。 

キ カンボジア、ミャンマー、ラオスにおける UPOV 文書の配布

カンボジア、ミャンマー、ラオスに対して UPOV TG の翻訳・印刷製本の支援を行った。

必要に応じて英語から現地語に翻訳して関係者に配布した。翻訳・印刷製本の対象は、カ

ンボジアにおいては、UPOV TG のうちキャッサバ、マンゴー、ナス、カリフラワー、ミャ

ンマーにおいては、UPOV TGP/15, TGP/7, UPOVへの加盟方法。ラオスにおいては、UPOV
91 年条約及び UPOV TG のうちイネ、トウモロコシである。

ク 各国の PVP 制度に関する法令等の調査・翻訳

メンバー国(ASEAN 各国)の PVP 制度に関する法令等の基本情報の調査を行い、日本語

への翻訳を含め、必要な情報を整理し、取りまとめた。

② 地域協力活動
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ア 第 7 回東アジア植物品種保護フォーラム地域協力活動パイロットプロジェクト会合

2021 年 7 月 8 日（木）～9 日（金）にオンラインで東アジア植物品種保護フォーラムの

地域協力活動として第 7 回パイロットプロジェクト会合が開催された。会合には、日本 7
名、ベトナム 8 名、ブルネイ 3 名、マレーシア 4 名、ミャンマー2 名及び UPOV 事務局 6
名、オブザーバーとしてカンボジア 3 名、インドネシア 4 名、タイ 3 名が参加した。会合

では、①e-PVP Asia 利用規約、②e-PVP Asia 参加国と UPOV との協力覚書（案）につい

て、③支払方法、④e-PVP Asia（フェーズ 2）運用のためのリソースについて、⑤e-PVP モ

ジュールの開発に関する最新情報、⑥e-PVP Asia の概要図、⑦e-PVP Asia の複合申請書、

⑧技術系アンケート、⑨アプリケーションの変更、⑩名称審査、⑪新規性の審査、⑫DUS
審査の取り決め：参加国間で予想される取り決めのまとめ、⑬育種家の権利の申請と付与

に関する公表すべき情報、⑭今後の予定等について意見交換が行われ、次回第 8 回会合は、

2021 年 12 月に開催することとされた。 

イ 第 8 回東アジア植物品種保護フォーラム地域協力活動パイロットプロジェクト会合

2021 年 12 月 15 日（水）～16 日（木）にオンラインで東アジア植物品種保護フォーラ

ムの地域協力活動として第 8 回パイロットプロジェクト会合が開催された。会合には、日

本 7 名、ベトナム 3 名、ブルネイ 3 名、マレーシア 4 名、ミャンマー2 名及び UPOV 事務

局 5 名、オブザーバーとしてインドネシア 2 名、タイ 3 名が参加した。会合では、①e-PVP
Asia 参加国と UPOV との協力覚書（案）について、②運営委員会手続き規則（案）につい

て、③支払方法、④e-PVP Asia 財務規則案、⑤e-PVP Asia の実施機関、⑥e-PVP Asia 要

件案／事前チェック、⑦フェーズ 2 における e-PVP Asia の運用リソース、⑧e-PVP Asia
のモジュール開発、⑨DUS 審査協力の取り決め、⑩e-PVP Asia の利用規約、⑪e-PVP Asia
の概要図、⑫今後の予定等について意見交換が行われ、次回第 9 回会合は、2022 年 3 月に

開催することとされた。

ウ 第 9 回東アジア植物品種保護フォーラム地域協力活動パイロットプロジェクト会合

2022 年 3 月 24 日（木）にオンラインで東アジア植物品種保護フォーラムの地域協力活

動として第 9 回パイロットプロジェクト会合が開催された。会合には、日本 7 名、ベトナ

ム 5 名、ブルネイ 3 名、マレーシア 2 名、ミャンマー2 名及び UPOV 事務局 6 名、オブザ

ーバーとしてカンボジア 1 名、中国 1 名、インドネシア 1 名、ラオス 2 名、タイ 3 名が参

加した。会合では、①e-PVP Asia 参加国と UPOV との協力覚書（案）について、②e-PVP
Asia の利用規約（案）、③運営委員会手続き規則、④e-PVP Asia 財務規則案、⑤e-PVP Asia
実施機関の委託条件（案)、⑥e-PVP Asia 実施機関の選定手順（案）、⑦支払い方法、⑧e-
PVP Asia 要件案／事前チェック：a)e-PVP Asia の統合申請書 b)技術的な質問事項 c)品種

名称の事前確認 d)新規性の事前確認、 ⑨PLUTO データベースへの情報公開、⑩e-PVP
モジュールの開発、等について意見交換が行われた。

③ UPOV 関連資料翻訳

国内の PVP 関係者の UPOV 最新動向把握のため、UPOV が過去に実施した委員会・セ

ミナー等の計 23 資料の翻訳を行った。

（3） ホームページの管理（別紙(3) 参照）
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本会合・協力活動の実施報告、資料の掲載を行った。また、地域協力活動パイロットプ

ロジェクト会合の活動報告と資料をメンバー国限定で共有した。さらに、インドネシア

「UPOV 制度の植物品種保護における育成者権の例外に関するセミナー」、日本「DUS 試

験技術研修【基本コース】」の講義動画をメンバー国及び参加者限定で公開した。 
 

（4） 検討委員会の設置と運営 
    事業目的に照らし、フォーラムを戦略的に展開するため、6 名の委員からなる検討委員会

を設置し、7 月、10 月及び 3 月に 3 回の委員会をオンラインで開催した。 
 

(a) 第 1 回検討委員会開催（2021 年 7 月 14 日） 
第 1 回検討委員会では、令和 3 年度事業に関する概要説明を行い、本年度の事業実施計

画及び事業実施方針について承認された。また EAPVP フォーラム第 14 回本会合の準

備状況、各国からの協力活動案の進捗状況説明と、第 7回パイロットプロジェクト会合

の報告を行い、コロナ禍の下での協力活動実施の基本方針について承認が得られた。 
 

(b) 第 2 回検討委員会開催（2021 年 10 月 15 日） 
第 2 回検討委員会では、東アジア植物品種保護フォーラム第 14 回会合、国際セミナー

について報告を行った。また各国協力活動計画と第 8 回パイロットプロジェクト会合の

準備状況を説明し、今後の協力活動の実施方針が承認された。 
 

(c) 第 3 回検討委員会開催（2022 年 3 月 30 日） 
第 3 回検討委員会では、本年度の活動報告及び評価と第 8 回及び第 9 回パイロットプロ

ジェクト会合実施について報告し、委員から助言を得た。 
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東アジア植物品種保護(EAPVP)フォーラム 第 14 回本会合の開催 
East Asia Plant Variety Protection Forum 14th Annual Meeting 

Date : 31 August 2021 
Online Meeting by Zoom 
Host country: Japan 

Agenda: 
1   Opening session 

- Welcome remarks by representative of MAFF, Japan
- Opening remarks by representative of the UPOV Office

2 Adoption of the agenda 

3 Report on recent development in UPOV 

4  Presentation on updated Individual Implementing Strategies and the proposal of the 
Cooperation Activities in 2021-2022 under the 10-Year Strategic Plan 

5 Report of the EAPVP Pilot Project Meeting 

6 Report of the Cooperation Activities in 2020-2021 

7 Adoption of the list of the Cooperation Activities in 2021-2022 

8   Host country for the 15th EAPVP Forum Annual Meeting 

9   Other matters 

10 Adoption of the report of the meeting 

11 Closing of the meeting 

別紙(1)①
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東アジア植物品種保護(EAPVP)フォーラム 第 14 回本会合 参加者リスト 
国名 氏名 役職 所属組織

Nicholas Brian Lim Mr.
Deputy Senior Counsel and Deputy Head and

Deputy Registrar of Brunei Intellectual
Property Office (BruIPO)

 Brunei Intellectual Property Office,
Attorney General’s Chambers

 Siti Shahryenawaty  Haji
Mohd Shahri

Mrs. Legal Counsel
 Brunei Intellectual Property Office,

Attorney General’s Chambers

Nurulain  Haji Mohd Jaafar Ms. Assistant Executive Officer
Brunei Intellectual Property Office,

Attorney General’s Chambers

Chi How Lim Mr. i-Ready IT Analyst
Brunei Intellectual Property Office,

Attorney General’s Chambers

Bibi Khadizah Rusli Ms. Agronomist Department of Agriculture and Agrifood

Dayang Najihah Ali Ms. Special Duties Officer Grade II
Ministry of Primary Resources and

Tourism

Op Pich Mr.
Director, Department of Crop Seed under

General Directorate of Agriculture
Ministry of Agriculture, Forestry and

Fisheries(MAFF)

Mak Chan Ratana Dr. (Mr.)
Deputy Director,Department of Crop

Seed(DCS) under General Directorate of
Agriculture(GDA)

Ministry of Agriculture, Forestry and
Fisheries(MAFF)

SRUN KHEMA Mrs.
Deputy Director,Department of Crop

Seed(DCS) under General Directorate of
Agriculture(GDA)

Ministry of Agriculture, Forestry and
Fisheries(MAFF)

Yang Yang Ms. Senior Examiner
Development Center of Science and

Technology, Ministry of Agriculture and
Rural Affairs

Kaixi ZHANG Mr. Examiner
Development Center of Science and

Technology, Ministry of Agriculture and
Rural Affairs

CHEN Guang Mr. Division director, PVP Office
National Forestry and Grassland

Administration

DUAN Jinghua Dr. Vice-division director, PVP Office
National Forestry and Grassland

Administration

LIU Yuxia Ms. Principal Staff
National Forestry and Grassland

Administration

LIU Yuan Dr.
National Forestry and Grassland

Administration

Erizal Jamal Dr.
Director, Center for Plant Variety Protection

and Agriculture Permit
Ministry of Agriculture

Nurdini Khadijah Mrs.
PVP examiner/ Head of DUS Testing Station
Manoko, Center for Plant Variety Protection

and Agriculture Permit
Ministry of Agriculture

Indirawati Sintya Dewi Mrs.
Head of General Affairs, Center for Plant
Variety Protection and Agriculture Permit

Ministry of Agriculture

Kemas Akhmad Farid Zakki Mr.
Staff of Cooperation sub division, Center for

Plant Variety Protection and Agriculture Permit
Ministry of Agriculture

Nani Suwarni Mrs.
PVP Examiner, Center for Plant Variety

Protection and Agriculture Permit
Ministry of Agriculture

Nurul Istiqomah Mrs.
PVP Examiner, Center for Plant Variety

Protection and Agriculture Permit
Ministry of Agriculture

Adela Novisa Charaswati Mrs.
PVP Examiner, Center for Plant Variety

Protection and Agriculture Permit
Ministry of Agriculture

Elfadhila Rahma Ms.
PVP Examiner, Center for Plant Variety

Protection and Agriculture Permit
Ministry of Agriculture

Isma Naberisa Tarigan Mrs.
PVP Examiner, Center for Plant Variety

Protection and Agriculture Permit
Ministry of Agriculture

Nia Susilo Wardani MP, M. SI
PVP Examiner, Center for Plant Variety

Protection and Agriculture Permit
Ministry of Agriculture

Fakih Arya Asep Andespa Mr.
Staff, Center for Plant Variety Protection and

Agriculture Permit
Ministry of Agriculture

Very Andriani Mrs.
PVP Examiner,Center for Plant Variety

Protection and Agricultural Permits
Ministry of Agriculture

Desigunawan Mr.
PVP Examiner,Center for Plant Variety

Protection and Agricultural Permits
Ministry of Agriculture

ブルネイ

カンボジア

中国

インドネシア

別紙(1)②
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国名 氏名 役職 所属組織

Hayato Fukui Mr.
Director, Intellectual Property Division, Export

and International Bureau
MAFF Japan

Teruhisa Miyamoto Mr.
Deputy Director, Intellectual Property Division,

Export and International Bureau
MAFF Japan

Daisuke Fujitsuka Mr.
Technical Official, Intellectual Property

Division, Export and International Bureau
MAFF Japan

Lee Kwanghong Dr. Plant Variety Protection Division/DUS Tester Korea Seed & Variety Service

Park Chan Woong Dr(Mr.) Plant Variety Protection Division / Examiner Korea Seed & Variety Service

Yong Seok Jang Dr(Mr.) Director, Plant Variety Protection Division
National Forest Seed Variety Center,

Korea Forest Service

Tae Hoon Kim Dr(Mr.) Examiner, Plant Variety Protection Division
National Forest Seed Variety Center,

Korea Forest Service

Won Bum Cho Dr(Mr.) Researcher, Plant Variety Protection Division
National Forest Seed Variety Center,

Korea Forest Service

Yoon Young Kim Dr(Mr.) Researcher, Plant Variety Protection Division
National Forest Seed Variety Center,

Korea Forest Service

Phonpasith Insixiengmay Mr.
Technical Official, Plant Varieties Protection

Division
Ministry of Industry and Commerce,
Department of Intellectual Property

SUOLIYASITH Phomma Ma Mr. Technical Of Agronomy  Management Division
Department of Agriculture, Ministry of

Agriculture and Foresty.
SENGSOULIVONG Vieng

kham
Mrs.

Deputy Director of Agronomy Management
Division

Department of Agriculture, Ministry of
Agriculture and Foresty.

Zahimi Hassan Mr.
Deputy Director General (Management &

Regulatory)
Department of Agriculture

Azreen Basir Mr. Director, Crop Quality Control Division Department  of Agriculture

Azizi Hashim Mr. Senior Principal Assistant Director Department of Agriculture

Nwe Nwe Yin Dr.
Deputy Director General of Department of

Agricultural Research
Ministry of Agriculture,  Livestock and

Irrigation

Pa Pa Win Dr.(Ms.)
Senior Research Officer, Department of

Agricultural Research
Ministry of Agriculture,  Livestock and

Irrigation

Khin Sandar Cho Ms.
Senior Research Assistant, Department of

Agricultural Research
Ministry of Agriculture,  Livestock and

Irrigation

GEORGE  YUGO CULASTE Dr.  Director / Acting Registrar
Department of Agriculture, Bureau of

Plant Industry, Plant Variety Protection
Office

ELVIRA DAPON MORALES Mrs. Senior Agriculturist / Head Secretariat
Department of Agriculture, Bureau of

Plant Industry, Plant Variety Protection
Office

Paul Ryan Obing Alcantara Mr. Agriculturist II
Department of Agriculture, Bureau of

Plant Industry, Plant Variety Protection
Office

Genevieve Pei Zhen Koo Ms. Manager
Intellectual Property Office Of Singapore

(IPOS)

Loh Qiu Li Ms. Manager
Intellectual Property Office Of Singapore

(IPOS)

Pan Pankhao Mr.
Agricultural Research Officer, Senior

Professional Level
Plant Variety Protection Office,

Department  of Agriculture

Paniphat Kritsmak Mr. Senior Agricultural Office
Plant Variety Protection Office,

Department  of Agriculture

ORPORN PHUEAKKHLAI Ms.
Agricultural Research Officer, Practitioner

Level
Plant Variety Protection Office,

Department  of Agriculture

 AUTTAPORN SITWIPUSIRI Mr. Agricultural researcher
Plant Variety Protection Office,

Department  of Agriculture

Wasana Mungkhung Ms.
Agricultural Research Officer, Senior

Professional Level
Plant Variety Protection Office,

Department  of Agriculture

Waraporn Thongpan Ms.
Agricultural Research Officer, Senior

Professional Level
Plant Variety Protection Office,

Department  of Agriculture

Vivanya Kloysai Ms. Agricultural Research Officer
Plant Variety Protection Office,

Department  of Agriculture

Natthaporn Siang-on Ms.
Agricultural Research Officer, Practitioner

Level
Plant Variety Protection Office,

Department  of Agriculture

ラオス

マレーシア

ミャンマー

フィリピン

シンガポール

タイ

日本

韓国
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【ゲスト】

【事務局】

国名 氏名 役職 所属組織

Tran Thi Hoa Ms. Vice Director General of DCP, Director of PVPO
Department of Crop Production,
Ministry of Agriculture and Rural

Development

Cam Thi Hang Ms. Examining Official
Department of Crop Production,
Ministry of Agriculture and Rural

Development

Pham Thai Ha Ms. Examining Official
Department of Crop Production,
Ministry of Agriculture and Rural

Development

Dao Van Khoi Mr. Examining Official
Department of Crop Production,
Ministry of Agriculture and Rural

Development

Khan Le Hoang Mr.
Deputy director of National Center for Plant

Testing in the South
National Center for Plant Testing

Ha Mai Nguyen Thi Ms. Deputy Head of Testing Division National Center for Plant Testing

Duc Minh Nguyen Mr. Examiner of Tu Liem Station National Center for Plant Testing

Nguyet Thi Do Ms. Examiner of Testing Division National Center for Plant Testing

Van Thanh Ngo Thi Ms. Examiner of Testing Division National Center for Plant Testing

ベトナム

氏名 役職 所属組織

Peter Button Mr. Vice Secretary-General UPOV

Manabu Suzuki Mr. Technical/Regional Officer (Asia) UPOV

Yolanda Casado Huerta Ms.
Legal Counsel and Director of Training and

Assistance
UPOV

Trang Thi Thu TRAN Ms. EAPVP Pilot Project

Francesco Mattina Mr. Vice President CPVO

François BURGAUD Mr. Councillor of the President of GNIS GNIS

Bert Scholte Mr. Head Department Variety Testing Naktuinbouw

Kitisri Sukhapinda Dr.(Ms.)
Regional Intellectual Property Attaché for

Southeast Asia
USPTO

Cheepchanok Chernkwanma Mr. Senior Intellectual Property Specialist USPTO

Chanchart Chotiphol Mr. Senior Intellectual Property Specialist USPTO

Hiroaki Kinoshita Mr.
Project Coordinator, Human resource

Development Project in Food-related Areas
ASEAN Secretariat

May Kanokwan Chodchoey Dr. Executive Director The Asia and Pacific Seed Association

Kunaporn Phuntunil Mrs. Technical coordination manager The Asia and Pacific Seed Association

氏名 役職 所属組織

Hitoshi Kodaira Mr. Senior Advisor JATAFF

Akira Nagata Mr. General Manager, Innovation Division JATAFF

Kimiko Ishikawa Ms. Senior Researcher, Innovation Division JATAFF

Ayako Sato Ms. Staff JATAFF

Kazue Matsubara Ms. Staff JATAFF
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第 14 回東アジア植物品種保護フォーラム年次会合 報告概要 

日時：2021 年 8 月 31 日（火） 

ホスト国：日本 （オンライン開催）

出席者：東アジア植物品種保護フォーラムメンバー国 13 か国の代表 

ゲスト：UPOV、CPVO、GNIS、Naktuinbouw、ASEAN 事務局、APSA 

議長：宮本英尚 農林水産省輸出・国際局知的財産課課長代理

１．挨拶 福井逸人 農林水産省輸出・国際局知的財産課課長

Mr. Peter Button UPOV 事務局次長 

２．アジェンダの採択

３．UPOV より現況報告 

４．各メンバー国より更新した各国実施戦略を発表。カンボジア、インドネシア、日本、タイ、ベト

ナムより協力活動案が発表された。

５．EAPVP 地域協力活動（パイロットプロジェクト）の進捗報告 

EAPVP Pilot Project の Ms. Trang Thi Thu Tran より EAPVP パイロットプロジェクト（e-PVP 

Asia）の進捗状況、今後の予定について報告された。 

６．事務局より 2020-2021 年の協力活動が報告された。 

７．2021-2022 年協力活動を採択 

８．第 15 回年次会合のホスト国は今年末までにメンバー国との間で調整して決定することが合意さ

れた。

【ホスト国に関する現状報告】

・インドネシアに来年度のホスト国を依頼。

理由）ホスト国を引き受けられないブルネイ、カンボジア、シンガポールを除くと、2 巡目に

入っており、既に 2 回ホスト国となった日本、韓国、中国、ベトナムを除くとインドネ

シアが最も古いホスト国であるため。

・インドネシア側から了承を得て、現在 2022 年 7 月 12 日～14 日の期間内で調整中。

＊資料(英文)は「東アジア植物品種保護フォーラム」ウェブサイトに掲載。 

別紙(1)③ 

13



14



「植物品種保護に関する国際セミナー」報告 

日時： 2021 年 9 月 1 日（水）14：00-18：00 (日本時間) オンラインセミナー 
主催： 農林水産省

出席者：東アジア植物品種保護フォーラムメンバー国 13か国の代表、 

UPOV、CPVO、GNIS、Naktuinbouw、USPTO、ASEAN事務局、APSA からの代表者 

日本側参加者：研究機関、地方自治体、種苗会社、特許事務所等 

講師：農林水産省、サカタ種苗、UPOV、CPVO 

パネルディスカッション：UPOV、韓国国立種子院、ベトナム農業農村開発省、農研機構種苗管理セン

ターの代表 （司会進行：農林水産省）

プログラム：

14:00-14:20 Opening Session 
(1) Welcome remarks by Mr. Hayato Fukui, Director, Intellectual Property Division,

Export and International Affairs Bureau, MAFF Japan
(2) Message by Mr. Peter Button, Vice Secretary-General, UPOV

Photo Session 

14:20-15:00 The Plant Variety Protection System 
in Japan and Japan’s PVP 
Cooperation 

Mr. Teruhisa Miyamoto, Deputy 
Director, Intellectual Property Division, 
Export and International Affairs Bureau, 
MAFF Japan 

15:00-15:30 Seed Industry in Japan and 
Expectation to International 
Cooperation -SunPatiens, Innovation- 

Mr. Masaru Korenaga, Manager, 
Overseas Flower Sales Department, 
Sakata Seed Corporation 

15:30-16:00 Digitalization to enhance cooperation 
in UPOV: e-PVP Asia 

Mr. Manabu Suzuki, Technical/Regional 
Officer (Asia), UPOV 
Ms. Trang Thi Thu TRAN, EAPVP Pilot 
Project 

16:00-16:20 Coffee Break 

16:20-16:50 A Perspective view: PVP Cooperation 
between CPVO and China 

Mr. Francesco Mattina, Vice President, 
CPVO 

16:50-17:50 Online Panel Discussion: 
International Cooperation 
on PVP under UPOV 
Convention 

Facilitator: Mr. Teruhisa Miyamoto, MAFF Japan 
Panelists: Dr. Park Chan Woong, KSVS(Korea),  
Ms. Pham Thai Ha, MARD(Vietnam),  
Mr. Manabu Osaki, NCSS(Japan),  
Mr. Peter Button, UPOV 

17:50-18:00 Closing of the seminar 

別紙(1)④ 
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【主な質疑応答】

The Plant Variety Protection System in Japan and Japan’s PVP Cooperation 

Q: Mr. Francois Burgaud, gnis 
１．農家が利用している品種、流通されている品種で登録品種の数がすくないのは、なぜか？

２．UPOV 加盟国へも種苗の持ち出しの許可がいるようになったことについて、民間企業への説明は

どのようにしているのか。

A：Mr. Miyamoto, MAFF Japan 
１．主要の農産物は、主に国、47 都道府県で育成し、生産者に普及していることと、既に登録期間が

徒過しているもので数多くの優良品種があるためである。

２．育成者、出願者が、海外への持ち出し国の指定ができるということである。

Q: Dr. Erizal Jamal, Indonesia 
１．種苗法改正の目的は

２．登録品種に農家が興味ないのはなぜか。

A: Mr. Miyamoto、MAFF Japan 
１．Challenges of Japan のスライドを再投影し、説明。 
２．登録品種への認知度が低い。今まで、協同組合や、国、県から無償で新品種が入手できていたた

めである。

Q: Dr. Yong Seok Jang, Korea 
栄養繁殖の植物で、一度購入すれば、育成者権は消尽するはずであるのに、なぜ購入後にも育成者

権者の許諾が必要となるのか。

A: Mr. Miyamoto、MAFF Japan 
育成者権者が農家の自家増殖に許諾手続きを求めない場合は農家が自家増殖することは問題ない。

（Dr. Seok への回答は別途宮本様から詳しくされることとなった） 

Seed Industry in Japan and Expectation to International Cooperation-Sun Patiens, Innovation- 

Q:  Dr. Erizal Jamal, Indonesia 
１．UPOV 非加盟国内でも協力してビジネスを展開することは可能か。 
２．連携することによる連携チームへの義務はどのようなものか。

A:  Mr. Masaru Korenaga, Sakata Seed Corporation 
１．PVR が確保できていない場所でのビジネスは難しい。当社では、現在非 UPOV 加盟国でのビジ

ネス展開を考えていないが、検討を考えてもいい。個人的に楽しむ（種苗を）のは OK である。 
２．連携の目的は、種苗産業の発展である。そのために話し合い、行動する。

Q:  Mr. Francois Burgaud, gnis 
JAST が農作物をカバーしていないのは、なぜか。 

A: Mr. Korenaga, Sakata Seed Cooperation 
私は質問に答える立場ではない。

16



A Perspective view: PVP Cooperation between CPVO and China 

Q: （質問者不明） 
DUS Test Report はすでに交換したのか。 
A: Francesco Mattina, CPVO 
中国のレポートで CPVO がまだテストしていない植物のレポートの交換が考えられる。 
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※グレー：　未実施

提案国 活動項目 提案された開催日 提案された参加者 事務局で集約した活動提案

(1)DUS試験のための手順と審査ガ
イドラインの開発（手順のマニュアル
化、UPOV DUS試験ガイドラインのカ
ンボジア語訳などの活動）

2021年10月 PVP担当者

ア)キ)特定作物のUPOV TG翻訳・印刷製
本
エ)DUS 試験技術研修【基本コース】
オ)DUS 試験技術研修【専門コース】

(2)政府規制機関の役割と責任、植物
新品種保護に関する法律、規制、宣
言に関する啓発ワークショップ

2021年11月 関連利害関係者
カ)植物品種保護制度意識啓発ワーク
ショップ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

UPOV制度の植物品種保護におけ
る育成者権の例外に関するセミナー

時期未定
PVP担当者、審査官、PVP利
害関係者、NGO、育成者、農
家、農業団体、大学等

ウ)UPOV制度の植物品種保護における育
成者権の例外に関するセミナー

DUS 試験技術研修【基本コース】 時期未定
PVP事務局の新担当者、その
他関連スタッフ

エ)DUS 試験技術研修【基本コース】

DUS 試験技術研修【専門コース】 時期未定
PVP事務局の上級審査官及
びその他のスタッフ、管理者

オ)DUS 試験技術研修【専門コース】

タ
イ

DUSテストと写真撮影の国内研修 2022年1月
公的機関及び民間の育成
者、出願者

エ)DUS 試験技術研修【基本コース】
オ)DUS 試験技術研修【専門コース】
カ)植物品種保護制度意識啓発セミナー

植物育成者権の執行に関するセミ
ナー

時期未定
裁判所、市場管理、税関等の
関係者

イ)植物育成者権の執行に関するセミナー

PVP啓発セミナー （南部・北部各1回） 時期未定 PVPの利害関係者
カ)植物品種保護制度意識啓発ワーク
ショップ

e-PVP Asiaに向けてのDUSテスト協
力

時期未定
UPOV加盟国及び
非加盟国（例：ラオス、ブルネ
イ）

具体的実施案を提案国へ問合せ

DUSテスト研修 時期未定
ベトナムDUS試験当局の技術
スタッフ

エ)DUS 試験技術研修【基本コース】
オ)DUS 試験技術研修【専門コース】

地域協力
第7回パイロットプロジェクト会合
第8回パイロットプロジェクト会合
第9回パイロットプロジェクト会合

2021年7月
2021年12月
2022年3月

パイロットプロジェクトメンバー -----

採択された2021-2022年EAPVPフォーラム協力活動案

カ
ン
ボ
ジ
ア

日
本

ベ
ト
ナ
ム
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